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日本地理的表示協議会規約 

 

                      令和 4 年 1 月 19 日制定 

令和 6 年 3 月 4日改訂 

１ 名称 

  この協議会は、日本地理的表示協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

 

２ 目的 

   協議会は、地理的表示（以下「GI」という。）保護制度については、制度開始から

６年が経過したところ、更に発展させるため、GI 登録生産者団体の団結を図るとと

もに、GI 登録生産者団体等の連携による GI 登録産品の販売や輸出等の取組を促進

することにより、GI 登録生産者団体の活動の活性化及び GI 保護制度の認知度向上

を図ることを目的とする。 

 

３ 会員 

（１）協議会の会員は、次のとおりとする。 

① 正会員 

GI登録生産者団体であって、協議会の目的に賛同する者 

② 協力会員 

GI登録生産者団体の活動に協力する経済団体、農林水産団体その他の関係団体、

関係省庁、有識者等であって、協議会の目的に賛同する者 

   ③特別協力会員 

 協力会員にあって GI 登録生産者団体の活動に特に協力する者。年会費一口 50

万円とする。特別協力会員は以下の権利を有する。 

・協議会が発行する広告媒体等へ名称・ロゴの掲載。 

 ・協議会において会員向けのセミナー・勉強会等の開催。 

 ・GI アドバイザー推薦枠の確保。 

 ・幹事会へのオブザーバー参加及びプレゼンテーション。 

（２）会員のほか、目的に賛同する企業・法人は、賛助会員として、協議会に参加する

ことができる。賛助会員は一口 10 万円とし、以下の権利を有する。 

・協議会が発行する広告媒体等へ名称・ロゴの掲載。 

    ・協議会において会員向けのセミナー・勉強会等の開催。 

  （３）新たに会員又は賛助会員（以下「会員等」という。）になろうとする者は、事務局

に申し出、総会又は幹事会の承認を得るものとする。幹事会の承認により会員が追

加された場合にあっては、その幹事会の開催の日の直後に開催される総会で報告を

行うものとする。 

（４）会員等は、事務局に申し出ることにより脱会できる。 

 

４ 活動 
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   協議会は、次の活動を行う。 

（１）GI 保護制度の認知度向上、新規申請支援 

（２）GI 登録産品の販路拡大及び販売促進 

（３）GI 登録産品の侵害対策 

（４）会員間の交流及び情報共有 

（５）その他協議会の目的を達成するために必要な活動 

 

５ 役員 

（１）協議会に、会長及び副会長を置く。 

（２）協議会に、顧問を置くことができる。 

（３）協議会の幹事は、正会員から選任する。 

 

６ 総会・幹事会 

（１）協議会の総会は、毎年１回程度開催する。 

（２）正会員は、総会において、各１個の議決権を有する。 

（３）総会は、事業計画に関すること、会員等の加入に関すること、役員の選任に関す

ること、協議会規約の変更その他協議会の運営に関する重要な事項を決議する。総

会の議事は、出席者の議決権の過半数をもって決する。 

（４）協議会に幹事会を設置する。 

（５）幹事会は、幹事により構成し、幹事については、追加等の変更を行うことができ

る。 

（６）幹事は、幹事会において、各１個の議決権を有する。 

（７）幹事会は、会員等の加入に関することについて決議する。幹事会の議事は、出席

者の議決権の過半数をもって決する。 

（８）幹事会は、総会の議決した事項の執行に関することその他幹事会において必要と

認めた事項について協議する。 

（９）総会及び幹事会には、必要に応じて、専門家等の出席を求めることができる。 

 

７ 会費 

  協議会の運営に必要な会費の徴収については、今後、幹事会において検討するととも

に、会費の徴収が必要と認める場合には、総会に諮るものとする。 

 

８ 事務局 

  協議会の事務局は、（一社）食品需給研究センターに置く。 

 


